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The formation and careers of researchers and professors, of the higher education institutions in Mexico, and 
even in other countries in Latin America, are important policy issues oriented to evaluate their academic work 
that are receiving more attention, particularly in higher education programs, as research and learning 
environment diversify and their skill needs evolve. Academics staff needs develop new skills relating to 
communication, problem solving, team-working, and business and management know-how, as a relevant 
competencies to go forward in a broad job institutional changes, and to interact with different areas of 
knowledge, economic sectors and activities. 
In this paper, I highlight mechanisms and areas of evaluation in which policy makers may wish to review 
their policy approaches, having regard to the features of the institutional arrangements in place. They concern 
issues valued by a spectrum of stakeholders, as evaluation of transferable skills to the cognitive learning process, 
the dialogue between academia and society (knowledge as a common good and social responsible praxis), 
encourage provision of Ph.D options, as well as opportunities for academic mobility to promote intellectual 
networks (both within and between sectors), stress the benefits of a balance of formal and informal learning, 
collaborative research and academic teams, and around the new trends of experiences that need to go forward 



































審議会（CONACYT, Consejo Nacional de Ciencia y Tecnologia）による資金配分，国家研究者システム













には，専門分野別の評価を行う教育評価大学間委員会（CIEES, Comités Interinstitucionales para la 
Evaluación de la Educación Superoior, A. C.）が創設された。1991年には，大学教育の質を高めるため
に教授職職能向上計画（PROMEP, Programa de Mejoramiento del Profesorado）が開始された。1994年
には，高校と大学で卒業時の学業成果の試験を行う国立評価センタ （ーCENEVAL, Centro Nacional de 
Evaluación para la Educación Superior, A. C.）が設立された。2000年には，専門分野別の国立評価セン

















































































































































































Ⅴ．結  論 
 現在は変化の時代であり，大学に新たな特性をもたらす絶好の機会である。まず，大学の社会へ
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【解 説】 
 本稿は，2013年12月12日（木）に本学の尼崎キャンパスで開催された，原著者による講演会にお
いて配付された英文原稿を塚原が翻訳したものである。原著者はメキシコにおける卓越した高等教
育研究者のひとりで，国際的にも活躍している人物である。教育行政の経験もあり，連邦特別区（メ
キシコシティ）政府の教育大臣とは，日本でいえば東京都の教育委員長にあたろうか。このような
経歴から，メキシコの高等教育における評価の現状について，講演していただく最適任者と考えて
日本にお招きした。 
講演の内容は，メキシコの高等教育制度の概説と，最近の大学評価の動向に関する解説からなり，
その要旨は次のようである。メキシコの高等教育システムには，この20年間にさまざまな評価や学
力試験が導入されてきた。ところが，それらの焦点は大学教員の個人としての業績審査と，その結
果にもとづく資金配分計画におかれ，教育の質や学習過程への影響にはあまり眼が向かわなかった。
しかし最近は，大学教育の質の維持向上が大きな社会的関心事となり，大学の評価と認証のための
機構も整備されつつある。グローバル化が進展するなかで，新興経済圏として国際競争力の強化が
国家の緊急課題とされるからである。このような現状認識のもとに原著者は，メキシコの大学は自
らの任務によって定められた価値にもとづいて評価をすすめなければならないとして，大学そのも
のと評価のあり方について詳細な提言を行っている。 
翻訳の文章にはいくつかの変更をほどこした。第１に，原稿には，主要な術語と固有名詞が英訳
とスペイン語の略称によって表記されていたが，のちの調査研究などの便宜を考慮して初出の個所
にスペイン語の原文をできるだけ併記した。第２に，考察（第Ⅳ章）が長文なので節を設定し，計
画の手順として示された14項目（○頁）に表題をつけた。第３に，参考文献の表記を本誌の方式に
あらためて整理した。なお，当日の講演にはパワーポイントが使用されたが，内容が原稿と重なる
ので収録しなかった。 
翻訳の過程では，メキシコの教育がご専門で原著者とも親交のある斉藤泰雄博士（国立教育政策
研究所名誉所員）にご指導をたまわった。あらためて御礼を申し上げたい。本稿を補完する和文の
参考資料には次のものがある。 
 
斉藤泰雄「メキシコの大学教育と大学評価・認定の動向」，『大学評価研究』第２号，34-42，2002
年。 
斉藤泰雄「ラテンアメリカの高等教育――その変貌と改革課題」，『大学論集』（広島大学高等教育
研究開発センター）第42集，179-193，2011年。 
（塚原修一） 
 
